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宇 奈 月 町 ｢平 和 の 像｣の 構 造 設 計
StructuralDesignofthettStatueofPeace"atUnazukiTown,ToyamaPrefecture

川 井 忠 彦*･椎 名 章 二*･畝 尾 明 利**

TadahikoKAWAI,SyoziSHIINA,andAkitoshiUNEO

黒部峡谷の入口にある町の高台 (標高565.8m)に,巨大なブロンズ記念像 (高さ12.7m自重約30t)が

昨秋建立された.付近は名にし負う豪雪地帯であり,厳しい自然環境下における柔かい銅合金の巨大中空

像の建設は過去にその例がなく,多くの構造工学上の問題を提起した.なかんずく,その安全性の高い像

の内部支持構造の設計が最重点課題であったが,川井研究室で3年前に開発した骨組構造の極限解析用プ

Elグラム "FRAME-1"を使用しこの間題を解決した.ここに,その建立に至る経緯の概要を報告する.

1. は じ め に

宇奈月町 ｢平和の像｣は,昭和57年 10月富山県宇奈

月町大原台に,同町の記念事業の一環として建立された

ものである.

宇奈月町は,古くから黒部川電源開発の拠点として知

られ,像の建てられた付近は標高565,8mで冬は積雪4

m にも及ぶ厳しい環境に囲まれた地域である.

像の規模は,高さ12.7m,重さ約30t(像自重約 20t,

内部の骨組重量約 10t)のブロンズ製鋳造像で,高さ約 9

mの台座の上に建てられている.

ブロンズ像は,製作者の故佐々木大樹氏と親交のあっ

た高岡市の鋳造所で鋳造され,その建設工事は地元に本

拠のある佐藤工業が引き受け,同社森末土木部長代理が

プロジェクト全体の総まとめを担当した.またブロンズ
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像の製作にあたっては,原寸大石膏像の完成直前,89才

で病没された大樹氏に代わり五男佐々木日出男氏が仕事

を受け継がれ,同氏の指示に従い製作された.製作にあ

たっては,原寸大の石膏像を図-1に示す25のブロック

に分け,それをさらに58の小片に切断して鋳造された.

像の厚みは部分によってかなりの差があるが,全体を軽

量化するため,5-15mm程度の薄肉に吹かれている.ブ

ロンズの成分は,Cu84.3,Znll.6,Su2.47,Pb1.6で

ある.

像の形状は写真-1に示すように,前かがみで右腕をほ

ぼ前方水平に伸ばした,これまでに建てられた銅像には

見られない姿勢をしている.

本記念像は柔かい銅合金で出来ており,しかも複雑な

形状と姿勢の巨大中空像であるため,通常のブロンズ像

のように外殻だけで自立させたり,簡単な支柱によって

像を支持することが困難であることなどから,像内部に

特殊な架構を組み,その骨組によって像全体を支持すべ

きであるという結論となった.この小論はその内部支持

骨組の構造設計および検証実験結果について報告するも

のである.

写真-1 宇奈月町 ｢平和の像｣正面･側面






















